
事 故 防 ■ 195=
2021年 2月 15日

各 都 道 ● 県 知 事

`保
健所設置市長 毀

各 特 il, 区 長

公益財団法人 日本医療機能評価機構
医療事故情報収渠等事業

執行理事  ′ 1言
(公印省畦)

医療月檄 情報収集等事業  「医療安全情報 No.171」 の提件について

平葉より当事業部の実施する事業に格別のご高配を賜り.厚く御ネL申 し上げ

ます。

この■.医療事故
=報
1嗅等事業において収集した情報のうち.特に周知す

べき情報を取りまとめ.2月 15日 に『医療安全情報 No.171」 を当事業参
加登録医療機関並びに当事業参加登録医療機関以外で希望する病院に提|′ いヽた

しましたのでお知らせいたします。

なお.この医療安全情報を含め報告書.年報は.当事業のホームページ

(http:/′、、.med―saro.,p/)に も掲載いたしておりますので.賛管下医療機

関等に周知いただきご活用いただけれ1ボ大変キいに存じます.

今後とも有用な情報提供となるよう医療安全情報の内容の充実に,めてまい

りますので.イ可卒ご理解、ご協力のほど宣しくお願tヽ申し上げます.



↓
HBV DNA定量・AST/ALT
のモニタリング

|

スクリーニング.モニタリンクなどの未実施や核酸アナログ製剤の投与の中断で.

免疫抑制・化学療法によりB型肝炎ウイルス(HBV)が再活性化し.患者に影響が
あつた事例が13件報告されています(集計期間120]フ年 1月 1日～2020年 i2月
3]日 )。この情報は.第48回報告書「再発・類似事例の分析」の内容をもとに作成しま

した。
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HBV[]NA定量の測定

スクリーニングでHBS抗原陰性の場合に
行うHBc抗体IHBs抗体の検査をしなかつた

外来て採血オークの確認が不十分で

HBV DNA定置の検査が漏れた
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要因 主な背景

免疫抑制。化学療法による
B型肝炎ウイルスの再活性化
◆

核酸アナログの投与

↓

免嬢抑制。化学療法によりHBVが再活性化し、
患者に影響があつた事例が報告されています。

免疫抑制剤を開始する前にHBs抗原の
スクリーニングをしなかった

未実施

前医で,疫抑制剤の使用歴があったため.
HBs抗原のスクリーニングをしなかつた

未実施
院内で定期的なモニタリングを確記する

仕組みがなく.HBV DNA定量櫛獣をして
いないことに気付かなかった

耳鼻口瞑科の退院時に消化器内科へ連絡

せす.投与が継続されなかった
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憲者は 関節リウマチの治寝のため数年前より,疫抑制剤が処方されていたが.免疫抑制剤を開始する
前にHOs抗原の有無を検査されていなかつた.心露カテーテル検査の目的で入院した際輌 液検査
てHBs抗原が高値であり脚 膵内科にコンサルトした。精査の結果.B型

『

炎と診断し.核酸アナログ

製剤の投与を開始した。

事 例 2

患者は急性リンバ性白血病て骨髄籐 税 疫抑制剤を使用していた.外来診察時.患者に肝障害が

記めい たため確認したところ.HB噛 染バターンであり.1～3ヶ月ことに実施するHB∨‐DNA定量
検査を行つていなかつたことに気付いた.精査の結果.HBVの再活性化による急性肝炎と診断し.
緊急入院となつた.

※この灰凛安全情報は.医卿 嚇 報収彙等,照暉■,,働 省衝助,薬 )において収実された,日をもとに.本事来の一環と
して総合評価部会委員の意見に基づき.L警

“

餃の発生予防.再発防止のために作成されたものです.
本0業の趣旨等のil椰については.本

“

策ホームベージをご覧ください.htt,,′′、vw、 |¨●dヽ●■ ,′
※この,I‖の作成;=あた,.作成

',に
おけ′。■

“

|11=ついては万全を期しておl,ますが.その内容を11来にわたり保証するもの
で|,あ |,ません.

※この価報はt薇従事者の共景セ制風 た).医療祉事をに識勝や責任を課すOnjで作成されたものではあ|)ません.

事例が発生した医療機関の取り組み

・彙霧抑制・化学凛法により発症するHBV再藩性化について、B型■■治凛ガイドラインと
ともに腱内で日無する。

磁 抑制僅 鮨を開

"す
る凛奢がHBs掟日曜掟●■合

``.専

ri諄凛科に綱餞する.

上記は一例です。自施設に合つた取り組みを検討してください.

―破社団法人日本肝臓学会肝炎診療ガイ ドライン作成晏員会 編 8型肝炎治療ガイ ドライン 第32版
(2020年フ月)|[免褻抑制・化学疲法により発症するB型肝炎対策ガイドラインが掲載されてもヽます.
htt,SI′′,ヽ Vヽ●′.|。 h。 ,.11′ medloal′ guldelines′ |'| =ui`|||,os′ l,●Oatitis o

取り組みのポイント
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免疫抑制・化学療法によるB型肝炎ウイルスの再活性化

事 例 1

公益財団法人 日本医療機能評価機構 医療事故防止事業部
〒10卜006]東京都千代口区神田三崎町147東 洋ビル
電話 103‐52170252(直通, FAX,03-52170253(直 通)
htD:′′WW″.mOし SafO.1,′

◆

・院内でHBV再活曽化に注意する薬剤を明確にし.HDs抗療をスクリーニンクする仕組み
の構築を撥討しましよう°
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